
タイプ別に占める割合を見ていただくと、Ⅱタイプ（関
係の中での自己が高い）とⅣタイプ（自己評価・自己
受容が高い）が他と比べて若干割合が多いのです。こ
の辺のデータを見て、先生はどうお考えですか？
牛場：
私の研究分野でここまで細かく分類しているケー

スはなかなか見受けられないので、直接的なお話はで
きませんが、左側のⅠ～Ⅲタイプの【傾向】の内容は
ポジティブ（肯定的）に捉えているんですよね。先程
のお話にあったような、行き過ぎてプライドが高すぎ
るといったケースは、ここでは検出しないということ
ですね。
司会者：
【傾向】の文言の中にはポジティブな側面だけでな
く、ネガティブ（否定的）なものも入っています。分
析は、行動観察によるものと大学による調査分析の結
果から行いました。自尊感情を把握すると、プラス面、
マイナス面の両側面が傾向としてはあることが分かり
ます。
牛場：
情動や認知を司る大脳辺縁系が脳の深いところに

ある一方、実際の行動を司るのは脳の上の方にある新
皮質の領域です。その間には神経投射があると言われ、
私の専門は運動器のリハビリなんですが、同じ障害を
もっているのにリハビリが進むサルと進まないサルが
いて、その理由を分析してみると、運動の神経を司る
部分はもちろん、脳の深い所のモチベーションに関連
する“側坐核”という神経集団も関連しています。リ
ハビリが進むサルは、リハビリを始める前からその部
分のポテンシャル（可能性）が高い。側坐核は運動機
能を司る脳領域との神経投射も多いので、リハビリ訓
練予後との関連が深いと考えられます。モチベーショ
ンが高い個体は進んで運動にも取り組むので、その個
体は運動領域のリハビリが進みます。しかし、辺縁系
の活動が活発でないと困るという議論がある一方で、
精神領域の研究では、その領域がオーバーアクティビ
ティ（活性過度）だと突発的な行動が出やすいという
話もあります。先程から両方向性に尺度があるという
議論はその話と似ていて、脳科学的にもバランスは重
要で、ハイポアクティビティ（低活動）だと何も動か
なくなってしまいますし、ハイパーアクティビティ（過
剰活動）だと抑えが効かなくなる、ということにつな
がるのかもしれません。その視点で考えると、こういっ
た（自尊感情測定）尺度も、行き過ぎているのか程よ
いのか把握できると、神経活動の多寡で示されている
議論との関連も見えやすくなるでしょう。
樋口：
私は地域の方々や保護者の方にお話する機会に、

折にふれ「ありがとう」という言葉を大事にしてくだ
さい、と訴えています。中学生が地域清掃していても
募金活動していても「頑張って」じゃなく、「ありが
とう」の言葉は子供の心に届きますよと、だから「あ
りがとう」の言葉をかけてくださいとお願いします。

ある新聞の記事にもありましたが、「ありがとう」の
言葉は脳を活性化して人を笑顔にさせるそうです。教
師が子供にかける言葉として、脳科学的もこういう言
葉は子供を笑顔にし、満足させる、自己肯定感を高め
ることにつながる言葉は何かありますか？
牛場：
脳活動を見ながら、良好な反応が出るようにトレー

ニングする治療法をニューロフィードバック（脳波の
強さを自分で操作する）と言います。私たちがやって
いる手法も同じように脳波を測って、リハビリにおい
て健常な状態になるよう誘導して、トレーニング効果
を引き出そうというもので、アプローチとしては似て
います。その際、対象が人間でもサルでも、オペラン
ト学習（環境・条件の変化によって自発行動頻度が変
化する）をよくやります。その際の介入の仕方はリワー
ド（報酬）を与える方法とパニッシュメント（罰）を
与える方法と２通りあります。やはりどんな事例を見
ても、パニッシュメントを与えるオペラント学習はあ
まり効率がよくありません。褒める方が、オペラント
学習は効果的に進みます。神経のレベルで、コネクショ
ン（つながり）が強くなるかどうかも、適切なタイミ
ングで適切なフィードバックが与えられれば神経結合
が強くなると言われています。それはたんぱく質の分
子レベルのメカニズムで解明されている事実です。褒
めるとよい結果が出るということは自尊感情の研究と
も共通しているのかなと思います。
樋口：
指導のスタイルとして、生徒をまず駄目な存在と

して否定して自分の指導に従わせ、自分の指導で伸ば
すんだ、だから自分が満足しなければ決して認めない
ということがあります。また、生徒が先生に向かって
「ありがとうございます」と言うのが当たり前で、な
ぜ先生が生徒にありがとうなんて言わなければならな
いんだという声も聞いたことがあります。そうではな
く、先生がおっしゃったように「今のはよかったよ」
と認め、褒める言葉が脳科学的に心理学的にも子供た
ちを成長させるんですよね。自尊感情の研究に、脳科
学や心理学など色々な知見から評価をいただければ、
やはり認めて伸ばすことが大事だということを後押し
することになります。子供を大切にすることもまず教
師が発する「ことば」から意識して、子供たちが自分
は尊重されているという実感をもてる自己肯定感を伸
ばしていかなければなりません。脳科学の視点からお
話いただきまして、今非常にうれしいなと思います。
牛場：
それは「学習」ということを研究している脳科学

の分野の研究者も同じように感じています。すごく共
通性を感じました。モデル動物でも人間でも、抑圧的
になると全体的な活動も弱くなってしまうし、タスク
（課題）の継続性も弱くなります。　やはり報酬型のオ
ペラント学習の方が継続的で効果的ではないかと思い
ます。
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Ⅴ
資　　　料

本章においては、参考資料として、東京都が

実施した子供の自尊感情の意識調査結果（平成

21 年 12 月～平成 22 年１月実施）や東京都にお

ける自尊感情や自己肯定感に関する施策とそれ

を受けて取り組んだ研究の経過について、また、

参考文献・引用文献について掲載しています。
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小学校　第 5学年　男子 小学校　第 5学年　女子

調査数　353 人 調査数　313 人

小学校　第 6学年　男子 小学校　第 6学年　女子

調査数　349 人 調査数　292 人

中学校　第 1学年　男子 中学校　第 1学年　女子

調査数　205 人 調査数　177 人

中学校　第 2学年　男子 中学校　第 2学年　女子

調査数　206 人 調査数　162 人

自尊感情測定尺度（22項目）による東京都の児童・生徒の調査結果
平成21年12月～平成22年1月実施
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中学校　第 3学年　男子 中学校　第 3学年　女子

調査数　210 人 調査数　178 人

高等学校　第 1学年　男子 高等学校　第 1学年　女子

調査数　303 人 調査数　367 人

高等学校　第 2学年　男子 高等学校　第 2学年　女子

調査数　227 人 調査数　230 人

高等学校　第 3学年　男子 高等学校　第 3学年　女子

調査数　207 人 調査数　216 人
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児
童
・
生
徒
用
　
自
己
評
価
シ
ー
ト

（
小
学
校
４
年
生
～
高
校
生
対
象
）

質
問
に
対
し
て
，
自
分
の
気
持
ち
に
近
い
数
字
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
，
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に
つ
い
て
，
学
校
で
の
様
子
を
中
心
に
お
た
ず
ね
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

個
人
的
(こ
じ
ん
て
き
)な
こ
と
を
質
問
(し
つ
も
ん
)し
て
い
ま
す
が
，
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
個
人
(こ

じ
ん
)情
報
(じ
ょ
う
ほ
う
)は
厳
重
(げ
ん
じ
ゅ
う
)に
保
護
(ほ
ご
)さ
れ
ま
す
。

ま
た
，
す
べ
て
数
字
で
分
析
し
ま
す
の
で
，
誰
が
答
え
た
も
の
か
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
己
評
価
シ
ー
ト
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
に
答
え
る
と
き
の
注
意
点

①
記
入
例
(き
に
ゅ
う
れ
い
)を
見
て
，
正
し
く
答
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
全
て
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
答
え
に
く
い
も
の
は
、
自
分
の
気
持
ち
に
一
番
近
い
も
の
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

③
ど
の
質
問
に
も
，
正
し
い
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
質
問
を
読
ん
で
思
っ
た
ま
ま
に
答
え
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

学
校
名
 

学
年
・
組
 
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
組

名
前
 

＜
記
入
例
＞

例
）
冬
よ
り
も
秋
が
好
き
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

N
o 
項
　
　
目

１
 
私
は
今
の
自
分
に
満
足
し
て
い
る

２
 
人
の
意
見
を
素
直
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る

３
 
人
と
違
っ
て
い
て
も
自
分
が
正
し
い
と
思
う
こ
と
は
主
張
で
き
る

４
 
私
は
自
分
の
こ
と
が
好
き
で
あ
る

５
 
私
は
人
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い

６
 
自
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の
中
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様
々
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可
能
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あ
る
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自
分
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ダ
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な
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思
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こ
と
が
あ
る
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私
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ほ
か
の
人
の
気
持
ち
に
な
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こ
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が
で
き
る

９
 
私
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自
分
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判
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行
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信
じ
る
こ
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で
き
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自
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い
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か
と

い
う
と
あ
て

は
ま
ら
な
い

あ
て
は
ま
ら

な
い

14
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【
自
尊
感
情
測
定
尺
度
（
東
京
都
版
）】

【
自
尊
感
情
測
定
尺
度
（
東
京
都
版
）】

児
童
・
生
徒
用
　
自
己
評
価
シ
ー
ト

（
小
学
校
４
年
生
～
高
校
生
対
象
）

質
問
に
対
し
て
，
自
分
の
気
持
ち
に
近
い
数
字
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
，
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に
つ
い
て
，
学
校
で
の
様
子
を
中
心
に
お
た
ず
ね
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

個
人
的
(こ
じ
ん
て
き
)な
こ
と
を
質
問
(し
つ
も
ん
)し
て
い
ま
す
が
，
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
個
人
(こ

じ
ん
)情
報
(じ
ょ
う
ほ
う
)は
厳
重
(げ
ん
じ
ゅ
う
)に
保
護
(ほ
ご
)さ
れ
ま
す
。

ま
た
，
す
べ
て
数
字
で
分
析
し
ま
す
の
で
，
誰
が
答
え
た
も
の
か
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
己
評
価
シ
ー
ト
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
に
答
え
る
と
き
の
注
意
点

①
記
入
例
(き
に
ゅ
う
れ
い
)を
見
て
，
正
し
く
答
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
全
て
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
答
え
に
く
い
も
の
は
、
自
分
の
気
持
ち
に
一
番
近
い
も
の
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

③
ど
の
質
問
に
も
，
正
し
い
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
質
問
を
読
ん
で
思
っ
た
ま
ま
に
答
え
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

学
校
名
 

学
年
・
組
 
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
組

名
前
 

＜
記
入
例
＞

例
）
冬
よ
り
も
秋
が
好
き
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

N
o 
項
　
　
目

１
 
私
は
今
の
自
分
に
満
足
し
て
い
る

２
 
人
の
意
見
を
素
直
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る

３
 
人
と
違
っ
て
い
て
も
自
分
が
正
し
い
と
思
う
こ
と
は
主
張
で
き
る

４
 
私
は
自
分
の
こ
と
が
好
き
で
あ
る

５
 
私
は
人
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い

６
 
自
分
の
中
に
は
様
々
な
可
能
性
が
あ
る

７
 
自
分
は
ダ
メ
な
人
間
だ
と
思
う
こ
と
が
あ
る

８
 
私
は
ほ
か
の
人
の
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
る

９
 
私
は
自
分
の
判
断
や
行
動
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る

10
 
私
は
自
分
と
い
う
存
在
を
大
切
に
思
え
る

11
 
私
に
は
自
分
の
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
が
い
る

12
 
私
は
自
分
の
長
所
も
短
所
も
よ
く
分
か
っ
て
い
る

13
 
私
は
今
の
自
分
は
嫌
い
だ

 
人
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
い
っ
た
ん
決
め
た
こ
と
に
は
責
任
を

　
　
も
っ
て
取
り
組
む

15
 
私
に
は
誰
に
も
負
け
な
い
も
の
（
こ
と
）
が
あ
る

16
 
自
分
に
は
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る

17
 
自
分
の
こ
と
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
周
り
の
人
々
に
感
謝
し
て
い
る

18
 
私
は
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
た
い
と
思
う

19
 
自
分
は
誰
の
役
に
も
立
っ
て
い
な
い
と
思
う

20
 
私
に
は
自
分
の
こ
と
を
必
要
と
し
て
く
れ
る
人
が
い
る

21
 
私
は
自
分
の
個
性
を
大
事
に
し
た
い

22
 
私
は
人
と
同
じ
く
ら
い
価
値
の
あ
る
人
間
で
あ
る

「
あ
て
は
ま
る
」
場
合
は
４
，「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
あ
て
は
ま
る
」
場
合
は
３
，

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
場
合
は
２
，「
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
場
合
は
１
を
○
で
か
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
ん
ぞ
く

す
な
お

し
ゅ
ち
ょ
う

つ か
の
う
せ
い

は
ん
だ
ん

そ
ん
ざ
い

り
か
い

ち
ょ
う
し
ょ き
ら

め
い
わ
く

せ
き
に
ん

だ
れ

か
ん
し
ゃ

だ
れ

ひ
つ
よ
う

こ
せ
い

か
ち
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東京都教職員研修センター　教育課題研究
研究主題　「自尊感情や自己肯定感に関する研究―幼児・児童・生徒の
自尊感情や自己肯定感を高める指導の在り方―」
協議委員　慶應義塾大学　教授　伊藤美奈子
東京都教育ビジョン（第２次）策定　視点３　子供・若者の未来を応援する
子供の自尊感情や自己肯定感を高めるための教育の充実
教育課題研究発表会にて研究報告
　○東京都における小学校第１学年から高等学校第３学年までの自尊感情の傾向を把握
　○発達段階に応じた指導上の配慮事項の検討
　○自尊感情を高めるための指導モデルの開発
平成 21 年度教育庁主要施策
　【基本方針２　「豊かな個性」と創造力の伸長】
⑵　［自尊感情の形成と言語能力の育成］（指導部）
東京都教職員研修センター　教育課題研究
研究主題　　　　「自尊感情や自己肯定感に関する研究（第２年次）」
研究協力大学  慶應義塾大学
研究協力校  大田区立小池小学校
第１回　子供の自尊感情を高めるための教育研究推進本部会
（主管課　教育庁指導部指導企画課）
 研究協力校　大田区立小池小学校　研究発表会
 教育課題研究発表会にて研究報告
　○自尊感情の傾向にかかわる要因の明確化
　○学校教育で活用できる自尊感情の傾向把握のための「自己評価シート」等の開発
　　（研究協力大学との共同研究）
　○自尊感情の傾向を踏まえた効果的な指導方法の開発
第２回　子供の自尊感情を高めるための教育研究推進本部会
（主管課　教育庁指導部指導企画課）
リーフレット「自信　やる気　確かな自我を育てるために」作成
都内公立学校・園　配布
平成 22 年度教育庁主要施策　Ⅲ子供を伸ばす（子供・若者の未来を応援する）
　＜国際社会で活躍できる人材を育てる＞
　【子供の自尊感情や自己肯定感を高めるための教育の充実】（指導部）
東京都教職員研修センター　教育課題研究
研究主題　　　　「自尊感情や自己肯定感に関する研究（第３年次）」
研究協力大学　　慶應義塾大学
研究協力校・園　文京区立第一幼稚園　　　荒川区立峡田小学校
　　　　　　　　立川市立立川第三中学校　都立荻窪高等学校
平成 22 年度　夏季集中講座　学習指導Ｂ
シンポジウム「子供の自尊感情や自己肯定感を高める指導」
【研究協力大学及び研究協力校・園　合同連絡会を兼ねる】
第３回　子供の自尊感情を高めるための教育研究推進本部会（主管　東京都教職員研修センター）　
教育課題研究発表会にて研究報告
　○自尊感情の傾向を発達段階に応じて適切に把握する方法の開発
　　（研究協力大学、研究協力校・園との共同研究）
　○自尊感情の傾向の改善に資する資料の開発（分析及び実践事例等）
　○自尊感情や自尊感情を高める教育の推進に活用できる指導資料の開発
【研究協力大学及び研究協力校・園　合同連絡会を兼ねる】
研究協力校　荒川区立峡田小学校　研究発表会
指導資料「子供の自尊感情や自己肯定感を高める指導資料（基礎編）」作成
都内公立学校・園　全教員配布（４月）

東京都における自尊感情や自己肯定感に関する施策・研究等経過
平 成 20 年 度

平成 20 年 2 月

平成 21 年 2 月

平 成 21 年 度

平成 21 年 8 月

平成 21 年 11 月
平成 22 年 2 月

平成 22 年 2 月

平成 22 年 3 月

平 成 22 年 度

平成 22 年 8 月
　 　

平成 23 年１月
平成 23 年 2 月

平成 23 年 3 月
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・子供の意識に関する世論調査　内閣総理大臣官房広報室　昭和 53 年 7 月
・子供と家族に関する国際比較調査　内閣府　平成 6年
・青少年の生活と意識に関する基本調査　内閣府　平成 7年
・第２回青少年の生活と意識に関する基本調査　内閣府　平成 12 年
・先進国における子どもの幸せ　調査結果　unicef　イノチェンティ研究所　2010．3
・低年齢少年の価値観等に関する調査　　内閣府　平成 11 年
・低年齢少年の生活と意識に関する調査　内閣府　平成 11 年、平成 17 年、平成 19 年
・高校生の意欲に関する調査
　―日本・米国・中国・韓国の 4ヶ国の比較―　　日本青少年研究所　平成 19 年 4 月
・子供の生活 10 年変化暮らしの「3点確保」に向かうアフターバブル・キッズ（2007）　生活総研
・高校生活及び中学校生活に関するアンケート調査
　（高等学校中途退学者及び中学校不登校生徒の緊急調査）　内閣府　平成 20 年　　

他各種調査結果資料
　
・幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の指導要領の改善について（答申）
　中央教育審議会　平成 20 年
・幼稚園教育要領解説　文部科学省　平成 20 年
・小学校学習指導要領　文部科学省　平成 20 年
・中学校学習指導要領　文部科学省　平成 20 年
・高等学校学習指導要領　文部科学省　平成 21 年
・平成 20 年度東京都教職員研修センター紀要第 8号　平成 21 年 3 月
・平成 21 年度東京都教職員研修センター紀要第 9号　平成 22 年 3 月
・自尊感情や自己肯定感に関する研究報告書　慶應義塾大学　平成 22 年 3 月
・人権教育プログラム（学校教育編）　平成 22 年 3 月　東京都教育委員会
・平成 21 年度人権教育推進のための調査研究委員会報告書　東京都教育庁地域教育支援部
・平成 21 年度教育庁等職員及び学校事務職員等課題研修集録　人権問題を考える
・中学生の自尊意識調査報告書―中学生の自尊感情形成と学校家庭地域の関係について
　姫路市中学生の意識調査からの分析と提言―　姫路市青少年問題協議会　平成 20 年 3 月
・自尊感情を高める少人数授業の展開－コミュニケーション活動を取り入れた授業の工夫改善を通して－　
　平成 16 年 3 月　福岡県教育センター
・生活・意識調査が示す小学校１年生のすがた―子供の自己肯定感を高め、共感し合う学級集団をつくるために―
京都市教育センター　

・セルフ・エスティームの心理学―自己価値の探求―　遠藤辰雄・井上祥治・蘭千尋（編）1992
・青年（社会、心理、病理）意識と行動　松原治郎・岡堂哲雄　編集　昭和 52 年 8 月
・日本の子どもの自尊感情はなぜ低いのか　古荘純一著　平成 21 年 5 月
・日本の子どもと自尊心－「自己主張をどう育むか」中公新書　佐藤淑子　2009 年 2 月
・５年生の道徳　文溪堂
・道しるべ３年　中学生の道徳　正進社　―「吾平と久作」鴨井雅芳　作―
・自己表現ワークシート　図書文化　諸冨祥彦　監修　大竹直子　著　2005 年
・中学生の道徳　自分を見つめる　教師用指導の手引き　廣済堂あかつき株式会社　
・「ＰＨＰ」平成３年９月号　ＰＨＰ研究所　―「ぼくの性格をつくった友人」大林宣彦　作―

他各種研究資料
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